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[bookmark: _Toc414527661][bookmark: Introduction]はじめに
[bookmark: _Toc414527662]本書について
本 Microsoft Online Services サービス レベル契約 (以下「本 SLA」といいます) は、お客様のマイクロソフト ボリューム ライセンス契約 (以下「本契約」といいます) の一部としてマイクロソフトが作成するものです。本 SLA で使用されている用語のうち定義のないものについては、本契約における定義が適用されます。本 SLA は本 SLA に規定する Microsoft Online Services (以下「本サービス」といいます) に適用されますが、本サービスまたは本サービスに含まれるオンプレミス ソフトウェアと共にまたは関連して提供される別のブランドのサービスには適用されません。

マイクロソフトが本 SLA に規定されている各本サービスのサービス レベルを達成および維持しない場合、お客様は、月間サービス料金の一部についてクレジットの適用を受けることができます。マイクロソフトは、お客様のサブスクリプションの初回契約期間中にお客様の SLA の条件を変更することはありません。ただし、お客様がサブスクリプションを更新する場合、更新期間の開始時点における本 SLA の最新バージョンが、更新期間中適用されます。お客様に不利になる重要な変更が本 SLA に加えられる場合、マイクロソフトは 90 日以上前に通知します。お客様はいつでも、本 SLA の最新バージョンを http://www.microsoftvolumelicensing.com/SLA からご確認いただけます。

[bookmark: _Toc414527663]本書の以前のバージョン
本 SLA には、現在利用可能な本サービスに関する情報が記載されています。本書の以前のバージョンは、http://www.microsoftvolumelicensing.com から入手できます。必要なバージョンを探すには、リセラーまたはマイクロソフト アカウント マネージャーまでご連絡ください。

[bookmark: _Toc414527664]本書の説明および変更事項の概要
以下では、最近行われた本 SLA の追加、削除、および他の変更について説明します。また、お客様からよく寄せられるご質問に対応するため、マイクロソフトの方針に関する明確化事項についても記載しています。
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[bookmark: _Toc414527666][bookmark: Definitions]定義
「当該月間サービス料金」とは、サービス クレジットの支払義務を負う暦月について、お客様が本サービスのサブスクリプション会員である日数を意味します。
「当該月間サービス料金」とは、サービス クレジットの支払義務を負う月に適用される、お客様が本サービスに対して実際に支払った合計料金を意味します。
「ダウンタイム」は、以下のサービス固有の条件において本サービスごとに定義されます。Microsoft Azure サービスを除き、ダウンタイムには予定されていたダウンタイムは含まれません。ダウンタイムには、以下およびサービス固有の条件に規定されている制限事項が原因で本サービスを利用できなかった時間は含まれません。
「エラー コード」とは、5xx の範囲の HTTP 状態コードなど、操作が失敗したことを示す表示を意味します。
「外部接続」とは、パブリック IP アドレスから送受信することができる、HTTP および HTTPS などのサポートされているプロトコルを介した双方向のネットワーク トラフィックを意味します。
「インシデント」とは、ダウンタイムの原因となる (i) 単一のイベント、または (ii) 一連のイベントを意味します。
「管理ポータル」とは、お客様が本サービスを管理するために使用することができる、マイクロソフトが提供する Web インターフェイスを意味します。
「予定されていたダウンタイム」とは、ネットワーク、ハードウェア、または本サービスの保守もしくはアップグレードに関するダウンタイムの期間を意味します。マイクロソフトは、当該ダウンタイム開始の少なくとも 5 日前までに通知を公開するかお客様に通知します。
「サービス クレジット」とは、当該月間サービス料金のうち、マイクロソフトによる申し立ての承認後にお客様に返金される割合を意味します。
「サービス レベル」とは、マイクロソフトが本サービスの提供において遵守することに同意した、本 SLA に規定するパフォーマンスの指標を意味します。
「サービス リソース」とは、本サービス内で使用できる個々のリソースを意味します。
「成功コード」とは、2xx の範囲の HTTP 状態コードなど、操作が成功したことを示す表示を意味します。
「サポート期間」とは、本サービスの機能または別の製品もしくはサービスとの互換性がサポートされる期間を意味します。
「ユーザー時間 (分)」とは、月の総時間 (分) にユーザーの総数を乗じた時間から、予定されていたダウンタイムの総時間を差し引いたものを意味します。

[bookmark: _Toc414527667][bookmark: Terms]条件
申し立て
マイクロソフトが申し立てを検討するためには、お客様はその申し立てを、マイクロソフトが当該申し立てを検証するために必要なすべての情報と共に Microsoft Corporation のカスタマー サポートに提出しなければなりません。この情報には、(i) インシデントの詳細な説明、(ii) ダウンタイムの発生日時および継続期間に関する情報、(iii) 影響を受けたユーザー (該当する場合) の数および所在地、ならびに (iv) インシデント発生時にお客様がインシデント解決のために講じた措置の説明、を含みますが、これらに限定されません。

Microsoft Azure に関連する申し立てについては、申し立ての対象インシデントが発生した請求期間 (月) の末日から 2 か月以内に、マイクロソフトがその申し立てを受理していなければなりません。他のすべての本サービスに関する申し立てについては、かかるインシデントが発生した月の翌月末までに、マイクロソフトがその申し立ておよび必要なすべての情報を受理している必要があります。たとえば、インシデントが 2 月 15 日に発生した場合、マイクロソフトは申し立ておよび必要なすべての情報を 3 月 31 日までに受理していなければなりません。

マイクロソフトは、合理的な方法で入手可能なあらゆる情報を評価して、サービス クレジットを支払うべきか否かを誠実に判断します。マイクロソフトは、当該サブスクリプション月内、かつ受領から 45 日以内に申し立てを処理するため、商業的に合理的な努力を行います。お客様は、サービス クレジットの適用を受けるためには、本契約を遵守していなければなりません。お客様に対してサービス クレジットを支払う義務があるとマイクロソフトが判断した場合、マイクロソフトはお客様の当該月間サービス料金にサービス クレジットを適用します。

お客様が複数の本サービスを (スイートとしてではなく) 購入する場合、お客様は、上記のプロセスに従って、各本サービスを個別の SLA の対象とみなし、申し立てを行うことができます。たとえば、お客様が Exchange Online および SharePoint Online の両方を (スイートの一部としてではなく) 購入し、サブスクリプションの期間中、インシデントによって両方の本サービスのダウンタイムが発生した場合、お客様は、本 SLA に基づいて 2 件の申し立てを提出することによって、2 件の個別のサービス クレジット (本サービスごとに 1 つ) の適用を受けることができます。同じインシデントが原因で特定の本サービスについて複数のサービス レベルが満たされなかった場合、お客様はそのインシデントに基づいて申し立てを行うサービス レベルを 1 つだけ選ぶ必要があるものとします。

サービス クレジット
サービス クレジットは、本契約および本 SLA に基づく本サービスのパフォーマンス上の問題または可用性の問題に対するお客様の唯一かつ排他的な権利です。お客様は、パフォーマンス上の問題または可用性の問題について、当該月間サービス料金を一方的に相殺することはできません。

サービス クレジットは、サービス レベルが満たされなかった特定の本サービス、サービス リソース、またはサービス層について支払われた料金にのみ適用されます。サービス レベルが個々のサービス リソースまたは別個のサービス層に適用される場合、サービス クレジットは、適宜影響を受けたサービス リソースまたはサービス層について支払われた料金にのみ適用されます。特定の本サービスまたはサービス リソースについて 1 請求月に付与されるサービス クレジットは、いかなる場合も、その請求月における当該本サービスまたはサービス リソースについてのお客様の月額サービス料金を超えることはありません。

スイートの一部としてまたは他の単一サービスとして本サービスを複数購入した場合、各本サービスの当該月間サービス料金およびサービス クレジットは比例配分されます。

お客様がリセラーから本サービスを購入した場合、お客様はサービス クレジットをリセラーから直接受領し、リセラーはマイクロソフトから直接サービス クレジットを受領します。サービス クレジットは、該当する本サービスに対してマイクロソフトが合理的な裁量によって決定する参考価格を基準とします。

制限事項
本 SLA および該当するサービス レベルは、次の要因によるパフォーマンス上の問題または可用性の問題には適用されません。
1. マイクロソフトが合理的な方法で制御不能な要因によるもの (自然災害、戦争、テロ行為、暴動、政府機関の行為、またはマイクロソフトのデータ センター外部のネットワーク障害やデバイス障害など。お客様のサイトにおけるもの、またはお客様のサイトとマイクロソフトのデータ センターとの間におけるものを含む)
2. マイクロソフトが提供したもの以外のサービス、ハードウェアまたはソフトウェアの使用に起因するもの (帯域幅の不足に起因する問題または第三者のソフトウェアもしくはサービスに関連する問題を含みますがこれらに限定されません)
3. マイクロソフトが本サービスの使用上の改善をお客様に助言した後に、お客様が助言されたとおりの改善を実施せずに本サービスを使用したことに起因するもの
4. 本サービス、機能またはソフトウェアのプレビュー版、プレリリース版、ベータ版、または試用版 (マイクロソフトの定めるところによる) の期間中またはこれらに関して発生したもの、またはマイクロソフトのサブスクリプション クレジットを使用してなされた購入に関して発生したもの
5. お客様の従業員、代理人、下請業者、ベンダーもしくはお客様のパスワードまたは機器を使用してマイクロソフトのネットワークにアクセスできる者が許可されていない行為を行ったことまたは必要な行為を行わなかったことに起因するもの、またはお客様が適切なセキュリティ対策に従わなかったことに起因するもの
6. お客様が、所要構成要件を遵守せず、サポート対象プラットフォームを使用せず、利用規定に従わなかったことに起因するもの、または、お客様が本サービスの機能に適合しない (サポートされていない操作の実行を試みることなど)、またはマイクロソフトから公開されているガイダンスに適合しない方法で本サービスを使用したことによるもの
7. 誤った入力、命令、または引数に起因するもの (存在しないファイルに対するアクセス要求など)
8. お客様が規定のクォータを超える操作を実行しようとしたこと、またはマイクロソフトが不正行為と疑われる行為を調整したこと、に起因するもの
9. 関連するサポート期間以外で本サービスの機能をお客様が使用したことに起因するもの
10. インシデント発生の時点で予約済みであっても未払のライセンス

オープン、オープン バリュー、およびオープン バリュー サブスクリプション ボリューム ライセンス契約を通じて購入された本サービス、ならびにプロダクト キーの形態で購入された Office 365 Small Business Premium スイートに含まれる各本サービスでは、サービス料金に基づくサービス クレジットの適用を受けることはできません。これらの本サービスにおいては、お客様が適用を受けることができるサービス クレジットは、サービス料金ではなくサービス時間 (例: 日数) の形態で返金されます。また、「当該月間サービス料金」という記述は「当該月期間」に変更されます。
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[bookmark: _Toc414527669]Microsoft Dynamics
[bookmark: _Toc414527670]Microsoft Dynamics CRM
ダウンタイム: 適切な権限を有するエンド ユーザーが本サービスのデータの読み取りまたは書き込みを行うことができない期間です。ただし、サービスのアドオン機能を利用できなかった時間は含まれません。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%


目次 / 定義
[bookmark: _Toc414527671]Office 365 サービス
[bookmark: _Toc414527672]Duet Enterprise Online
ダウンタイム: 適切な権限を有するユーザーが SharePoint Online サイト コレクションの一部について読み取りまたは書き込みを行うことができない期間です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%



サービス レベルの例外: SharePoint Online サイトの一部について読み取りまたは書き込みを行うことができない原因が、マイクロソフトが管理していない第三者のソフトウェア、機器もしくはサービスの不具合、またはマイクロソフト自身が本サービスの一環として実行していないマイクロソフト ソフトウェアにある場合、本 SLA は適用されません。

追加条件: お客様は、お客様が Duet Enterprise Online User SL の前提条件として購入した SharePoint Online Plan 2 User SL のサービス クレジットの適用を受けることができる場合に限り、Duet Enterprise Online のサービス クレジットの適用を受けることができます。
目次 / 定義
[bookmark: _Toc414527673]Exchange Online
ダウンタイム: ユーザーが Outlook Web Access を使用して電子メールを送受信することができない期間です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%



追加条件: 付録 1 「電子メール配信、ウイルスの検出およびブロック、迷惑メール対策の有効性、または誤判定に関するサービス レベルの確約事項」を参照してください。
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ダウンタイム: ユーザーがアーカイブに格納されている電子メール メッセージにアクセスすることができない期間です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%



サービス レベルの例外: 本 SLA は、オープン バリューおよびオープン バリュー サブスクリプション ボリューム ライセンス契約を通じて購入した Enterprise CAL Suite には適用されません。
目次 / 定義
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ダウンタイム: ネットワークが電子メール メッセージの受信および処理を行うことができない期間です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%



サービス レベルの例外: 本 SLA は、オープン バリューおよびオープン バリュー サブスクリプション ボリューム ライセンス契約を通じて購入した Enterprise CAL Suite には適用されません。

追加条件: 付録 1 「電子メール配信、ウイルスの検出およびブロック、迷惑メール対策の有効性、または誤判定に関するサービス レベルの確約事項」、および付録 2 「稼働時間および電子メール配信に関するサービス レベルの確約事項」を参照してください。
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ダウンタイム: Office 365 のライセンス認証に関する問題が発生したために、Office アプリケーションが機能制限モードに移行している期間です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%
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[bookmark: _Toc414527677]Office 365 ProPlus
ダウンタイム: Office 365 のライセンス認証に関する問題が発生したために、Office アプリケーションが機能制限モードに移行している期間です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%
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ダウンタイム: 適切な権限を有するユーザーが Web アプリケーションを使用して SharePoint Online サイトに格納されている Office ドキュメントを表示および編集することができない期間です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%
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[bookmark: _Toc414527679]Office 365 ビデオ
ダウンタイム: ユーザーが適切な権限と有効なコンテンツを有している場合に、ビデオ ポータルのビデオについてアップロード、表示または編集を行うことができない期間です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

サービス レベルの確約事項:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%
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ダウンタイム: ユーザーが個人の OneDrive for Business ストレージに保存されているファイルを閲覧または編集することができない期間です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%


目次 / 定義
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ダウンタイム: 適切な権限を有するユーザーが、Project Web App が追加された SharePoint Online サイト コレクションの一部について読み取りまたは書き込みを行うことができない期間です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%
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[bookmark: _Toc414527682]SharePoint Online
ダウンタイム: 適切な権限を有するユーザーが SharePoint Online サイト コレクションの一部について読み取りまたは書き込みを行うことができない期間です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%
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[bookmark: _Toc414527683]Skype for Business Online
ダウンタイム: エンド ユーザーがプレゼンス状態を表示したり、インスタント メッセージングの会話を実施したり、オンライン会議1 を開始したりすることができない期間です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%


1オンライン会議機能は Skype for Business Online プラン 2 サービスにのみ適用されます。
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ダウンタイム: 5% を超えるエンド ユーザーが、適切な権限を有する Yammer ネットワークの一部でメッセージの投稿または読み取りを行うことができない 10 分を超える期間です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%


目次 / 定義
[bookmark: _Toc414527685]エンタープライズ モビリティ サービス
[bookmark: _Toc414527686]Azure Active Directory Basic
ダウンタイム: ユーザーがサービスへのログイン、アクセス パネルへのログイン、アクセス パネル上のアプリケーションへのアクセス、およびパスワードのリセットを行うことができない期間、または、IT 管理者がディレクトリ内のエントリの作成、読み取り、書き込みおよび削除、ならびにディレクトリ内のアプリケーションに対するユーザーのプロビジョニング/プロビジョニング解除を行うことができない期間です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%


目次 / 定義
[bookmark: _Toc414527687]Azure Active Directory Premium
ダウンタイム: ユーザーがサービスへのログイン、アクセス パネルへのログイン、アクセス パネル上のアプリケーションへのアクセス、およびパスワードのリセットを行うことができない期間、または、IT 管理者がディレクトリ内のエントリの作成、読み取り、書き込みおよび削除、ならびにディレクトリ内のアプリケーションに対するユーザーのプロビジョニング/プロビジョニング解除を行うことができない期間です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%


目次 / 定義
[bookmark: _Toc414527688]Azure Rights Management
ダウンタイム: エンド ユーザーが IRM ドキュメントおよび電子メールを作成または使用することができない期間です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%


目次 / 定義
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ダウンタイム: お客様の IT 管理者またはお客様の登録ユーザーが、適切な資格情報でログオンできない期間です。予定されていたダウンタイムは、年間 (暦年) 10 時間を超えないものとします。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%



サービス レベルの例外: このサービス レベルは、以下には適用されません。(i) 本サービスのサブスクリプションの一部としてライセンスを取得したオンプレミス ソフトウェア、または (ii) 本サービスのサブスクリプションの一部としてライセンスを取得したオンプレミス ソフトウェアに更新プログラムを提供するインターネット ベースのサービス (Microsoft Intune サービスを除く)
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[bookmark: _Toc414527691]API Management サービス
用語の追加定義:
「デプロイ時間 (分)」とは、1 請求月間において所定の API Management インスタンスが Microsoft Azure にデプロイされていた総時間 (分) です。
「最大利用時間 (分)」とは、1 請求月間に所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべての API Management インスタンスにわたるデプロイ時間 (分) の合計です。
「プロキシ」とは、API 要求を受信して、構成された依存 API に転送する、API Management サービスのコンポーネントを意味します。

ダウンタイム: 所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべての API Management インスタンスにわたるデプロイ時間の合計累積時間 (分) のうち、その API Management サービスを使用できなかった時間です。プロキシを通じて操作を実行しようとする試みが 1 分間連続してエラー コードに終わるか、または 5 分以内に成功コードが返されなかった場合に、その API Management インスタンスは 1 分間使用できなかったとみなされます。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

Standard レベルのサービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%



2 つ以上のリージョンにわたって展開される Premium レベルのサービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.95% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「遅延ジョブ数」とは、所定の Microsoft Azure サブスクリプションについて、予定開始時間から 30 分以内に開始できなかったジョブの総数を意味します。
「ジョブ」とは、Runbook の実行を意味します。
「予定開始時間」とは、ジョブの実行開始が予定されている時間を意味します。
「Runbook」とは、お客様が Microsoft Azure 内で実行するように指定したアクションのセットを意味します。
「総ジョブ数」とは、所定の Microsoft Azure サブスクリプションについて、所定の請求月に実行が予定されているジョブの総数を意味します。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。



サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「バックアップ」とは、登録されているサーバーからバックアップ コンテナーにコンピューター データをコピーするプロセスを意味します。
「Backup エージェント」とは、登録されているサーバーにインストールされ、そのサーバーで 1 つ以上の保護された項目をバックアップまたは復元できるようにするソフトウェアを意味します。
「バックアップ コンテナー」とは、お客様がバックアップを目的として 1 つ以上の保護された項目を登録することができるコンテナーを意味します。
「デプロイ時間 (分)」とは、保護された項目についてバックアップ コンテナーへのバックアップ スケジュールが設定されていた総時間 (分) です。
「失敗」とは、Backup サービスを使用できなくなったために、Backup エージェントまたは本サービスが、正しく構成されたバックアップまたは復旧操作を完了できないことを意味します。
「最大利用時間 (分)」とは、所定の Microsoft Azure サブスクリプションについて、1 請求月間におけるすべての保護された項目のデプロイ時間 (分) を合計した時間です。
「保護された項目」とは、Backup サービスにバックアップのスケジュールが設定され、管理ポータルの [復旧サービス] セクションの [保護された項目] タブに保護された項目として列挙されている、ボリューム、データベース、仮想マシンなどのデータの集合を意味します。
「復旧」または「復元」とは、バックアップ コンテナーから登録されているサーバーにコンピューター データを復元する処理を意味します。

ダウンタイム: 所定の Microsoft Azure サブスクリプションにおいてお客様がバックアップ スケジュールを設定したすべての保護された項目にわたるデプロイ時間の合計累積時間 (分) のうち、保護された項目について Backup サービスを使用できなかった時間です。所定の保護された項目のバックアップまたは復元が最初に失敗した時点から、その保護された項目のバックアップまたは復旧が正常に開始されるまで、Backup サービスは、その保護された項目について使用できなかったとみなされます。ただし、30 分に 1 回以上の頻度で継続的に再試行することを条件とします。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「BizTalk Services 環境」とは、管理ポータルに表示される、お客様が作成した BizTalk Services のデプロイを意味します。お客様はこれに対してランタイム メッセージ要求を送信することができます。
「デプロイ時間 (分)」とは、1 請求月間に所定の BizTalk Services 環境が Microsoft Azure にデプロイされていた総時間 (分) です。
「最大利用時間 (分)」とは、1 請求月間に所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべての BizTalk Services 環境にわたるデプロイ時間 (分) の合計です。
「監視用ストレージ アカウント」とは、BizTalk Services の実行に関連する監視情報を保存するために BizTalk Services が使用する Azure ストレージ アカウントを意味します。

ダウンタイム: 所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべての BizTalk Services 環境にわたるデプロイ時間の合計累積時間 (分) のうち、その BizTalk Services 環境を使用できなかった時間です。所定の BizTalk Services 環境とマイクロソフトのインターネット ゲートウェイ間で 1 分間連続して接続が失われたときに、その BizTalk Services 環境は 1 分間使用できなかったとみなされます。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%



サービス レベルの例外: サービス レベルおよびサービス クレジットは、お客様による BizTalk Services の基本、標準、およびプレミアム レベルの使用に適用されます。Microsoft Azure BizTalk Services の開発者レベルは本 SLA の適用対象外です。

追加条件: お客様は、申し立てを提出する際には、監視用ストレージ アカウント内に完全な監視データを保存し、マイクロソフトが利用できるようにしなければなりません。
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用語の追加定義:
「キャッシュ」とは、お客様が作成した Cache サービスのデプロイを意味します。キャッシュ エンドポイントは、管理ポータルのキャッシュ タブに列挙されます。
「キャッシュ エンドポイント」とは、キャッシュにアクセスする際に使用するエンドポイントを意味します。
「デプロイ時間 (分)」とは、1 請求月間に所定のキャッシュが Microsoft Azure にデプロイされていた総時間 (分) です。
「最大利用時間 (分)」とは、1 請求月間に所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべてのキャッシュにわたるデプロイ時間 (分) の合計です。

ダウンタイム: 所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべてのキャッシュにわたるデプロイ時間の合計累積時間 (分) のうち、そのキャッシュを使用できなかった時間です。キャッシュに関連付けられている 1 つまたは複数のキャッシュ エンドポイントとマイクロソフトのインターネット ゲートウェイ間で 1 分間連続して接続が失われたときに、そのキャッシュは 1 分間使用できなかったとみなされます。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%



サービス レベルの例外: サービス レベルおよびサービス クレジットは、お客様による Cache サービス (Azure Managed キャッシュ サービスまたは Azure Redis キャッシュ サービスの標準レベルを含む) の使用に適用されます。Azure Redis キャッシュ サービスの基本レベルは本 SLA の適用対象外です。
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ダウンタイム: ダウンタイムを評価する場合、マイクロソフトは、お客様が使用する商業的に合理的な独立した測定システムからのデータを確認します。

お客様は、一般的に利用可能で、世界の主要な大都市圏 (中国を除く) の 5 つ以上の異なる場所を代表する標準エージェントの測定システムのリストから、一連のエージェントを選択する必要があります。

測定システムのテスト (頻度は、1 つのエージェントにつき 1 時間あたり 1 回以上) は、以下のモデルに基づいて HTTP GET 操作を実行するよう構成されます。
1. テスト ファイルは、お客様のオリジン (Azure ストレージ アカウントなど) に配置されます。
2. GET 操作では、適切な Microsoft Azure ドメイン名のホスト名からオブジェクトを要求することにより、CDN サービスを通じてファイルを取得します。
3. テスト ファイルは以下の基準を満たすものとします。
i. 明示的な "Cache-control: public" ヘッダーを含めるか、"Cache-Control: private" ヘッダーを含めないことにより、テスト オブジェクトでキャッシングを可能にする。
ii. テスト オブジェクトは 50 KB 以上、1 MB 未満のサイズのファイルである。
iii. 生データは、測定期間中に技術的な問題が発生したエージェントの測定結果を削除するよう調整される。

月間稼働率: CDN がエラーなしでクライアントの要求に応答して要求されたコンテンツを配信する、HTTP トランザクションの割合 (%) です。CDN サービスの月間稼働率は、オブジェクトが正常に配信された回数を、(誤ったデータを削除した後の) 要求の総数で割った値です。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「Cloud Services」とは、Web ロールと Worker ロールに利用されるコンピューティング リソースのセットを意味します。
「最大利用時間 (分)」とは、異なる更新ドメインにデプロイされた 2 つ以上のインスタンスを持つ、インターネットに接続するすべてのロールの、1 請求月間における合計累積時間 (分) です。最大利用時間 (分) は、テナントがデプロイされ、お客様が開始した操作の結果としてテナントに関連するロールが開始された時点から、テナントを停止または削除する操作をお客様が開始した時点まで測定されます。
「テナント」とは、それぞれ単一のパッケージにデプロイされた 1 つ以上のロール インスタンスで構成される 1 つ以上のロールを意味します。
「更新ドメイン」とは、プラットフォームの更新が同時に適用される Microsoft Azure インスタンスのセットを意味します。
「Web ロール」とは、IIS と ASP.NET でサポートされている、Web アプリケーション プログラミング用にカスタマイズされた Azure 実行環境で実行される Cloud Services コンポーネントを意味します。
「Worker ロール」とは、汎用的なデプロイに役立ち、Web ロールのためにバックグラウンド処理を実行することができる Azure 実行環境で実行される Cloud Services コンポーネントを意味します。

ダウンタイム: 最大利用時間 (分) のうち外部接続が確保されていなかった時間の合計累積時間 (分) です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.95% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
1 請求月間における「平均エラー率」とは、その請求月における各時間のエラー率の合計を、その請求月の合計時間数で割った値です。
「データベース アカウント」とは、1 つ以上のデータベースを含む DocumentDB アカウントです。
「エラー率」とは、所定の Azure サブスクリプションのすべてのリソースにおいて、所定の 1 時間に失敗した要求の総数を要求総数で割った値です。所定の 1 時間における要求総数が 0 である場合、その期間のエラー率は 0% となります。
「除外される要求」とは、要求総数のうち、HTTP 408 状態コード以外の HTTP 4xx 状態コードに終わった要求です。
「失敗した要求」とは、要求総数のうち、エラー コードもしくは HTTP 408 状態コードを返した、または 5 秒以内に成功コードを返さなかったすべての要求のセットです。
「リソース」とは、データベース アカウントと関連付けられた、URI でアドレス指定が可能なエンティティのセットです。
「要求総数」とは、所定の Azure サブスクリプションにおいて 1 時間以内に試行された、除外される要求を除く、リソースに対して発行されたすべての操作実行要求のセットです。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.95% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「専用回線」とは、ExpressRoute サービスで提供される、交換プロバイダーまたはネットワーク サービス プロバイダーを通じたお客様の施設と Microsoft Azure との間の接続の論理表記です。このような接続は、パブリック インターネットを経由しません。
「最大利用時間 (分)」とは、所定の Microsoft Azure サブスクリプションについて、1 請求月間に所定の専用回線が Microsoft Azure の 1 つまたは複数の Virtual Network にリンクされている総時間 (分) です。
「Virtual Network」とは、Microsoft Azure 内にネットワーク境界を形成する、ユーザーが定義した IP アドレスおよびサブネットの集合を含む仮想プライベート ネットワークを意味します。
「Virtual Network ゲートウェイ」とは、Virtual Network とお客様のオンプレミス ネットワークの間のクロスプレミス接続を容易にするゲートウェイを意味します。

ダウンタイム: 所定の Microsoft Azure サブスクリプションについて、1 請求月間のうち専用回線を使用できなかった合計累積時間 (分) です。お客様が、Virtual Network に関連付けられている Virtual Network ゲートウェイへの IP レベル接続の確立を 1 分間試行し、すべての試行が 30 秒以上失敗した場合に、その専用回線は 1 分間使用できなかったとみなされます。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%



追加条件: 月間稼働率およびサービス クレジットは、お客様が使用する専用回線ごとに計算されます。
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用語の追加定義:
「クラスター インターネット ゲートウェイ」とは、クラスターへのすべての接続要求を代理で行う HDInsight クラスター内の仮想マシンのセットを意味します。
「デプロイ時間 (分)」とは、所定の HDInsight クラスターが Microsoft Azure にデプロイされていた総時間 (分) です。
「HDInsight クラスター」または「クラスター」とは、HDInsight サービスの単一のインスタンスを実行する仮想マシンの集合を意味します。
「最大利用時間 (分)」とは、1 請求月間に所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべてのクラスターにわたるデプロイ時間 (分) の合計です。

ダウンタイム: デプロイ時間の合計累積時間 (分) のうち、HDInsight サービスを使用できなかった時間です。クラスター インターネット ゲートウェイへの接続の確立を 1 分間連続して試行し、すべての試行が失敗した場合、そのクラスターは 1 分間使用できなかったとみなされます。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「失敗したトランザクション数」とは、トランザクション試行総数のうち、エラー コードに終わったすべての要求のセットです。
「トランザクション試行総数」とは、所定の Microsoft Azure サブスクリプションについて 1 請求月間にお客様が行った、認証された REST BES および管理 API 要求の総数です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%



サービス レベルの例外: サービス レベルおよびサービス クレジットは、お客様による Machine Learning BES および管理 API サービスの使用に適用されます。Machine Learning の Free プランは本 SLA の適用対象外です。
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用語の追加定義:
「失敗したトランザクション数」とは、トランザクション試行総数のうち、エラー コードに終わったすべての要求のセットです。
「トランザクション試行総数」とは、所定の Microsoft Azure サブスクリプションについて 1 請求月間にお客様が行った、認証された REST RRS および管理 API 要求の総数です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.95% 未満
	10%

	99% 未満
	25%



サービス レベルの例外: サービス レベルおよびサービス クレジットは、お客様による Machine Learning RRS および管理 API サービスの使用に適用されます。Machine Learning の Free プランは本 SLA の適用対象外です。
目次 / 定義
[bookmark: _Toc414527703]Media Services – エンコード サービス
用語の追加定義:
「エンコード」とは、Media Services タスクで構成された、サブスクリプション単位のメディア ファイルの処理を意味します。
「失敗したトランザクション数」とは、トランザクション試行総数のうち、マイクロソフトが要求を受領してから 30 秒以内に成功コードが返されなかったすべての要求のセットです。
「メディア サービス」とは、管理ポータルに作成される、お客様の Microsoft Azure サブスクリプションに関連付けられた Azure Media Services アカウントを意味します。各 Microsoft Azure サブスクリプションには、2 つ以上のメディア サービスを関連付けることができます。
「Media Services タスク」とは、お客様が構成した、メディア処理作業の個別の操作を意味します。メディア処理操作には、メディア ファイルのエンコードおよび変換が含まれます。
「トランザクション試行総数」とは、1 つのサブスクリプションについて 1 請求月間にお客様が行った、1 つのメディア サービスに関する認証された REST API 要求の総数です。トランザクション試行総数には、最初のエラー コードを受信してから 5 分以内に繰り返し行われる、エラー コードを返す REST API 要求は含まれません。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「エンコード予約ユニット」とは、Azure Media Services アカウントでお客様が購入したエンコード予約ユニットを意味します。
「失敗したトランザクション」とは、トランザクション試行総数のうち、a) 入力ファイルの所要時間の 3 倍の時間以内に完了しなかった、または b) インデクサー タスクがエンコード予約ユニットを使用できるようになった時点から 5 分以内に処理が開始されなかった、インデクサー タスクのセットです。
[bookmark: _GoBack]「インデクサー タスク」とは、MP3 入力ファイルのインデックスを作成するように構成された Media Services タスクを意味します。入力ファイルの継続時間は 5 分以上である必要があります。
「トランザクション試行総数」とは、1 つのサブスクリプションについて 1 請求月間に、利用可能なエンコード予約ユニットを使用してお客様が実行を試行したインデクサー タスクの総数です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「チャネル」とは、メディア データを受信するように構成されたメディア サービス内のエンドポイントを意味します。
「デプロイ時間 (分)」とは、1 請求月間において所定のチャネルが購入され、1 つのメディア サービスに割り当てられて、実行状態にあった総時間 (分) です。
「最大利用時間 (分)」とは、1 請求月間に購入され 1 つのメディア サービスに割り当てられていたすべてのチャネルにわたるデプロイ時間 (分) の合計です。
「メディア サービス」とは、管理ポータルに作成される、お客様の Microsoft Azure サブスクリプションに関連付けられた Azure Media Services アカウントを意味します。各 Microsoft Azure サブスクリプションには、2 つ以上のメディア サービスを関連付けることができます。

ダウンタイム: デプロイ時間の合計累積時間 (分) のうち、ライブ チャネル サービスを使用できなかった時間です。所定のチャネルについて 1 分間連続して外部接続が失われたときに、そのチャネルは 1 分間使用できなかったとみなされます。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「デプロイ時間 (分)」とは、1 請求月間において所定のストリーミング ユニットが購入され、1 つのメディア サービスに割り当てられていた総時間 (分) です。
「最大利用時間 (分)」とは、1 請求月間に購入され 1 つのメディア サービスに割り当てられていたすべてのストリーミング ユニットにわたるデプロイ時間 (分) の合計です。
「メディア サービス」とは、管理ポータルに作成される、お客様の Microsoft Azure サブスクリプションに関連付けられた Azure Media Services アカウントを意味します。各 Microsoft Azure サブスクリプションには、2 つ以上のメディア サービスを関連付けることができます。
「Media Services 要求」とは、お客様のメディア サービスに対して発行される要求を意味します。
「ストリーミング ユニット」とは、1 つのメディア サービスについてお客様が購入した予約済みの送信容量を意味します。
「有効な Media Services 要求」とは、少なくとも 1 つのストリーミング ユニットが購入済みであり、メディア サービスに割り当てられている場合に、当該メディア サービスに関連付けられているお客様の Azure ストレージ アカウントでの、既存のメディア コンテンツに関するすべての適格な Media Services 要求を意味します。有効な Media Services 要求には、総スループットが割当帯域幅の 80% を超える Media Services 要求は含まれません。

ダウンタイム: デプロイ時間の合計累積時間 (分) のうち、ストリーミング サービスを使用できなかった時間です。ストリーミング ユニットに対して行われた有効なすべての Media Services 要求が 1 分間連続してエラー コードに終わった場合に、そのストリーミング ユニットは 1 分間使用できなかったとみなされます。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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[bookmark: _Toc414527707]Media Services – コンテンツ保護サービス
用語の追加定義:
「失敗したトランザクション数」とは、トランザクション試行総数に含まれるすべての有効なキー要求のうち、エラー コードに終わるか、またはその他コンテンツ保護サービスが受信してから 30 秒以内に成功コードが返されなかったものを意味します。
「トランザクション試行総数」とは、所定の Azure サブスクリプションについて 1 請求月間にお客様が行った、すべての有効なキー要求を意味します。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「失敗したトランザクション数」とは、トランザクション試行総数に含まれるすべての有効なキー要求のうち、エラー コードに終わるか、またはその他コンテンツ保護サービスが受信してから 30 秒以内に成功コードが返されなかったものを意味します。
「トランザクション試行総数」とは、所定の Azure サブスクリプションについて 1 請求月間にお客様が行った、すべての有効なキー要求を意味します。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%



サービス レベルの例外: サービス レベルおよびサービス クレジットは、お客様による Standard および Premium レベルの Mobile Services の使用に適用されます。Mobile Services の Free レベルは本 SLA の適用対象外です。
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用語の追加定義:
「デプロイ時間 (分)」とは、1 請求月間に所定の Multi-Factor Authentication プロバイダーが Microsoft Azure にデプロイされていた総時間 (分) です。
「最大利用時間 (分)」とは、1 請求月間に所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべての Multi-Factor Authentication プロバイダーにわたるデプロイ時間 (分) の合計です。

ダウンタイム: 所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべての Multi-Factor Authentication プロバイダーにわたるデプロイ時間の合計累積時間 (分) のうち、Multi-Factor Authentication サービスが Multi-Factor Authentication プロバイダーの認証要求を受信または処理できなかった時間です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「アプリケーション」とは、RemoteApp サービスを使用してデバイスにストリーミングするように構成されているソフトウェア アプリケーションを意味します。
「最大利用時間 (分)」とは、1 請求月間に所定の Azure サブスクリプションにおいて 1 つ以上のアプリケーションへのアクセスを許可されたすべてのユーザーのユーザー アプリケーション時間 (分) を合計した時間です。
「ユーザー」とは、RemoteApp サービスを使用してアプリケーションをストリーミングすることができ、管理ポータルに列挙される、特定のユーザー アカウントを意味します。
「ユーザー アプリケーション時間 (分)」とは、1 請求月間においてお客様がアプリケーションに対するアクセスをユーザーに許可していた総時間 (分) です。

ダウンタイム: ユーザー時間の合計累積時間 (分) のうち、RemoteApp サービスを使用できなかった時間です。所定のユーザーがアプリケーションとの接続を 1 分間連続して確立できなかったときに、そのユーザーは 1 分間使用できなかったとみなされます。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%



サービス レベルの例外: サービス レベルおよびサービス クレジットは、お客様による RemoteApp サービスの使用に適用されます。RemoteApp の無料試用版は本 SLA の適用対象外です。
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用語の追加定義:
「最大利用時間 (分)」とは、1 請求月間における総時間 (分) です。
「予定実行時間」とは、スケジュールされたジョブの実行開始が予定されている時間を意味します。
「スケジュールされたジョブ」とは、指定したスケジュールに従って Microsoft Azure 内で実行するようにお客様が指定したアクションを意味します。

ダウンタイム: 1 請求月間においてお客様のスケジュールされたジョブの 1 つ以上の実行が遅延していた時間の合計累積時間 (分) です。予定実行時間後に実行が開始されていない場合、スケジュールされたジョブは実行が遅延しているとみなされます。ただし、スケジュールされたジョブの実行が予定実行時間から 30 分以内に開始された場合、かかる実行遅延時間はダウンタイムとみなされないものとします。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
1 請求月間における「平均エラー率」とは、その請求月における各時間のエラー率の合計を、その請求月の合計時間数で割った値です。
「エラー率」とは、所定の Azure サブスクリプションのすべての Search サービス インスタンスにおいて、所定の 1 時間に失敗した要求の総数を要求総数で割った値です。1 時間以内の要求総数が 0 である場合、その期間のエラー率は 0% となります。
「除外される要求」とは、HTTP 503 状態コードと要求が調整されたことを表す応答ヘッダーが示すように、Search サービス インスタンスに割り当てられたリソースの消費が原因で調整されたすべての要求です。
「失敗した要求」とは、要求総数のうち、成功コードまたは HTTP 4xx 応答が返されなかったすべての要求のセットです。
「レプリカ」とは、Search サービス インスタンス内の検索インデックスの複製を意味します。
「Search サービス インスタンス」とは、1 つ以上の検索インデックスを含む Azure Search サービスのインスタンスを意味します。
「要求総数」とは、所定の Azure サブスクリプションにおいて 1 時間以内に行われた、除外される要求を除く、(i) 3 つ以上のレプリカを持つ Search サービス インスタンスに対するすべての更新要求と、(ii) 2 つ以上のレプリカを持つ Search サービス インスタンスに対するすべてのクエリ要求のセットです。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%



サービス レベルの例外: Search の Free レベルは本 SLA の適用対象外です。
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用語の追加定義:
「デプロイ時間 (分)」とは、1 請求月間において所定のリレーが Microsoft Azure にデプロイされていた総時間 (分) です。
「最大利用時間 (分)」とは、1 請求月間に所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべてのリレーにわたるデプロイ時間 (分) の合計です。

ダウンタイム: 所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべてのリレーにわたるデプロイ時間の合計累積時間 (分) のうち、そのリレーを使用できなかった時間です。リレーへの接続を確立しようとする試みが 1 分間連続してエラー コードに終わるか、または 5 分以内に成功コードが返されなかった場合に、そのリレーは 1 分間使用できなかったとみなされます。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「デプロイ時間 (分)」とは、1 請求月間において所定のキューまたはトピックが Microsoft Azure にデプロイされていた総時間 (分) です。
「最大利用時間 (分)」とは、1 請求月間に所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべてのキューおよびトピックにわたるデプロイ時間 (分) の合計です。
「メッセージ」とは、Service Bus がサポートするプロトコルを使用して、Service Bus のリレー、キュー、トピック、または通知ハブを通じて送受信される、ユーザーが定義したコンテンツを意味します。

ダウンタイム: 所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべてのキューおよびトピックにわたるデプロイ時間の合計累積時間 (分) のうち、そのキューまたはトピックを使用できなかった時間です。キューまたはトピックでメッセージの送受信またはその他の操作を行おうとする試みが 1 分間連続してエラー コードに終わるか、または 5 分以内に成功コードが返されなかった場合に、そのキューまたはトピックは 1 分間使用できなかったとみなされます。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「デプロイ時間 (分)」とは、1 請求月間に所定の通知ハブが Microsoft Azure にデプロイされていた総時間 (分) です。
「最大利用時間 (分)」とは、1 請求月間に通知ハブの Basic または Standard レベルに基づき所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべての通知ハブにわたるデプロイ時間 (分) の合計です。

ダウンタイム: 通知ハブの Basic または Standard レベルに基づき所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべての通知ハブにわたるデプロイ時間の合計累積時間 (分) のうち、その通知ハブを使用できなかった時間です。通知ハブに関連して通知の送信または登録管理操作を行おうとする試みが 1 分間連続してエラー コードに終わるか、または 5 分以内に成功コードが返されなかった場合に、その通知ハブは 1 分間使用できなかったとみなされます。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%



サービス レベルの例外: サービス レベルおよびサービス クレジットは、お客様による通知ハブの Basic および Standard レベルの使用に適用されます。通知ハブの Free レベルは本 SLA の適用対象外です。
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用語の追加定義:
「デプロイ時間 (分)」とは、1 請求月間に所定のイベント ハブが Microsoft Azure にデプロイされていた総時間 (分) です。
「最大利用時間 (分)」とは、1 請求月間にイベント ハブの Basic または Standard レベルに基づき所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべてのイベント ハブにわたるデプロイ時間 (分) の合計です。
「メッセージ」とは、Service Bus がサポートするプロトコルを使用して、Service Bus のリレー、キュー、トピック、または通知ハブを通じて送受信される、ユーザーが定義したコンテンツを意味します。

ダウンタイム: イベント ハブの Basic または Standard レベルに基づき所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべてのイベント ハブにわたるデプロイ時間の合計累積時間 (分) のうち、そのイベント ハブを使用できなかった時間です。イベント ハブでメッセージの送受信またはその他の操作を行おうとする試みが 1 分間連続してエラー コードに終わるか、または 5 分以内に成功コードが返されなかった場合に、そのイベント ハブは 1 分間使用できなかったとみなされます。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%



サービス レベルの例外: サービス レベルおよびサービス クレジットは、お客様によるイベント ハブの Basic および Standard レベルの使用に適用されます。イベント ハブの Free レベルは本 SLA の適用対象外です。
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[bookmark: _Toc414527717]Site Recovery サービス – オンプレミスと Azure 間
用語の追加定義:
「フェールオーバー」とは、保護されたインスタンスの制御を、シミュレーションとしてまたは実際にプライマリ サイトからセカンダリ サイトに移行する処理を意味します。
「オンプレミスと Azure 間のフェールオーバー」とは、保護されたインスタンスの、Azure 以外のプライマリ サイトから Azure 上のセカンダリ サイトへのフェールオーバーを意味します。お客様は、セカンダリ サイトとして特定の Azure データ センターを指定することができます。ただし、指定したデータ センターへのフェールオーバーを実行できない場合、マイクロソフトは同じ地域の別のデータ センターにレプリケートすることができます。
「保護されたインスタンス」とは、Site Recovery サービスによってプライマリ サイトからセカンダリ サイトにレプリケートするように構成されている仮想または物理マシンを意味します。保護されたインスタンスは、管理ポータルの [復旧サービス] セクションにある [保護された項目] タブに列挙されます。
「目標復旧時間 (RTO)」とは、お客様が、オンプレミスと Azure 間のレプリケーションにおいて計画上または計画外の停止が発生した保護されたインスタンスのフェールオーバーを開始した時点から、保護されたインスタンスが Microsoft Azure で仮想マシンとして実行される時点までの時間を意味します。ただし、手動アクションまたはお客様のスクリプトの実行に関連する時間は除きます。

月間目標復旧時間: 所定の請求月におけるオンプレミスと Azure 間のレプリケーション用に構成された特定の保護されたインスタンスの月間目標復旧時間は、暗号化されていない保護されたインスタンスについては 4 時間、暗号化されている保護されたインスタンスについては 6 時間とします。保護されたインスタンスのサイズが最初の 100 GB から 25 GB 増えるごとに、月間目標復旧時間に 1 時間が追加されます。

サービス クレジット (保護されたインスタンスのサイズを 100 GB 以下と仮定):
	保護されたインスタンス
	月間目標復旧時間
	サービス クレジット

	暗号化されていない
	4 時間超
	100%

	暗号化されている
	6 時間超
	100%



追加条件: 月間目標復旧時間およびサービス クレジットは、お客様が使用する保護されたインスタンスごとに計算されます。
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用語の追加定義:
「フェールオーバー」とは、保護されたインスタンスの制御を、シミュレーションとしてまたは実際にプライマリ サイトからセカンダリ サイトに移行する処理を意味します。
「フェールオーバー時間 (分)」とは、1 請求月間に保護されたインスタンスのオンプレミス間のフェールオーバーを試行して完了しなかった総時間 (分) です。
「最大利用時間 (分)」とは、所定の保護されたインスタンスが 1 請求月間において Site Recovery サービスによってオンプレミス間でレプリケートするように構成されていた総時間 (分) です。
「オンプレミス間のフェールオーバー」とは、保護されたインスタンスの、Azure 以外のプライマリ サイトから Azure 以外のセカンダリ サイトへのフェールオーバーを意味します。
「保護されたインスタンス」とは、Site Recovery サービスによってプライマリ サイトからセカンダリ サイトにレプリケートするように構成されている仮想または物理マシンを意味します。保護されたインスタンスは、管理ポータルの [復旧サービス] セクションにある [保護された項目] タブに列挙されます。

ダウンタイム: Site Recovery サービスを使用できなくなり、保護されたインスタンスのフェールオーバーを 30 分に 1 回以上の頻度で継続的に再試行してもフェールオーバーできなかったフェールオーバー時間の合計累積時間 (分) です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%



追加条件: 月間目標復旧時間およびサービス クレジットは、お客様が使用する保護されたインスタンスごとに計算されます。
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用語の追加定義:
「データベース」とは、Web または Business の Microsoft Azure SQL Database を意味します。
「デプロイ時間 (分)」とは、1 請求月間において所定の Web または Business データベースが Microsoft Azure にデプロイされていた総時間 (分) です。
「最大利用時間 (分)」とは、所定の Microsoft Azure サブスクリプションについて、1 請求月間におけるすべての Web および Business データベースのデプロイ時間 (分) を合計した時間です。

ダウンタイム: 所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべての Web および Business データベースにわたるデプロイ時間の合計累積時間 (分) のうち、そのデータベースを使用できなかった時間です。データベースへの接続の確立を 1 分間連続して試行し、すべての試行が失敗した場合、そのデータベースは 1 分間使用できなかったとみなされます。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「データベース」とは、Basic、Standard、または Premium の Microsoft Azure SQL Database を意味します。
「デプロイ時間 (分)」とは、1 請求月間において所定の Basic、Standard、または Premium データベースが Microsoft Azure にデプロイされていた総時間 (分) です。
「最大利用時間 (分)」とは、所定の Microsoft Azure サブスクリプションについて、1 請求月間におけるすべての Basic、Standard、および Premium データベースのデプロイ時間 (分) を合計した時間です。

ダウンタイム: 所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべての Basic、Standard、および Premium データベースにわたるデプロイ時間の合計累積時間 (分) のうち、そのデータベースを使用できなかった時間です。データベースへの接続の確立を 1 分間連続して試行し、すべての試行が失敗した場合、そのデータベースは 1 分間使用できなかったとみなされます。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.99% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
1 請求月間における「平均エラー率」とは、その請求月における各時間のエラー率の合計を、その請求月の合計時間数で割った値です。
「除外されるトランザクション」とは、ストレージ トランザクション総数にも失敗したストレージ トランザクション数にも数えられないストレージ トランザクションです。除外されるトランザクションには、事前認証の失敗、認証の失敗、規定のクォータを超えてストレージ アカウントに対して試行されたトランザクション、コンテナー、テーブルまたはキューの作成または削除、キューの解除、ストレージ アカウント間の BLOB のコピーが含まれます。
「エラー率」とは、一定の時間 (現在は 1 時間に設定されています) において失敗したストレージ トランザクションの総数を、ストレージ トランザクション総数で割った値です。所定の 1 時間におけるストレージ トランザクション総数が 0 である場合、その期間のエラー率は 0% となります。
「失敗したストレージ トランザクション数」とは、ストレージ トランザクション総数のうち、それぞれのトランザクションの種類に関連付けられた最大処理時間 (下表を参照) 以内に完了しなかったすべてのストレージ トランザクションのセットです。最大処理時間には、Storage サービス内でトランザクション要求を処理した時間のみが含まれ、Storage サービスとの間で要求を転送するためにかかる時間は含まれません。

	要求の種類
	最大処理時間

	PutBlob と GetBlob (ブロックおよびページを含む)
有効なページ BLOB 範囲の取得
	要求の処理中に転送される MB 数に 2 を掛けた秒数

	コピー BLOB
	90 秒 (ソースの BLOB とターゲットの BLOB が同じストレージ アカウントにある場合)

	PutBlockList
GetBlockList
	60 秒

	テーブル クエリ
リスト操作
	10 秒 (処理を完了するか、続行を返す)

	バッチ テーブル操作
	30 秒

	すべてのシングル エンティティ テーブル操作
他のすべての BLOB およびメッセージ操作
	2 秒


これらの数値は最大処理時間を表しています。実際の時間と平均時間は、かなり短くなると予想されます。

失敗したストレージ トランザクション数には、以下は含まれません。
1. 適切なバック オフ原則に従っていないため、Storage サービスによって調整されたトランザクション要求
2. タイムアウトが上記のそれぞれの最大処理時間未満に設定されているトランザクション要求
3. プライマリ リージョンへの要求が失敗した場合に、ストレージ アカウントに関連付けられたセカンダリ リージョンに対する要求の実行をお客様が試行しなかった、RA-GRS アカウントに対するトランザクション読み取り要求
4. Geo レプリケーション ラグにより失敗した RA-GRS アカウントに対するトランザクション読み取り要求
GRS アカウントおよび RA-GRS アカウントの「Geo レプリケーション ラグ」とは、ストレージ アカウントのプライマリ リージョンに保存したデータをそのストレージ アカウントのセカンダリ リージョンにレプリケートするためにかかる時間を意味します。GRS アカウントおよび RA-GRS アカウントのセカンダリ リージョンへのレプリケーションは非同期で行われるため、ストレージ アカウントのプライマリ リージョンに書き込まれたデータがセカンダリ リージョンで直ちに利用できるようになるわけではありません。お客様は、ストレージ アカウントの Geo レプリケーション ラグを問い合わせることはできますが、マイクロソフトが本 SLA に基づき Geo レプリケーション ラグの長さについて保証することはありません。
「地理冗長ストレージ (GRS) アカウント」とは、プライマリ リージョン内でデータの同期レプリケーションを行った後、セカンダリ リージョンに非同期にレプリケーションを行うストレージ アカウントを意味します。お客様は、GRS アカウントに関連付けられたセカンダリ リージョンに対し、データを直接読み書きすることはできません。
「ローカル冗長ストレージ (LRS) アカウント」とは、プライマリ リージョン内でのみデータの同期レプリケーションを行うストレージ アカウントを意味します。
「プライマリ リージョン」とは、お客様がストレージ アカウントを作成するときに選択した、ストレージ アカウント内のデータが存在する地理的なリージョンを意味します。お客様は、ストレージ アカウントに関連付けられたプライマリ リージョン内に保存されたデータに対してのみ、書き込み要求を行うことができます。
「読み取りアクセス地理冗長ストレージ (RA-GRS) アカウント」とは、プライマリ リージョン内でデータの同期レプリケーションを行った後、セカンダリ リージョンに非同期にレプリケーションを行うストレージ アカウントを意味します。お客様は、RA-GRS アカウントに関連付けられたセカンダリ リージョンについて、データを直接読み取ることはできますが、書き込むことはできません。
「セカンダリ リージョン」とは、ストレージ アカウントに関連付けられたプライマリ リージョンに基づき Microsoft Azure が割り当てた地理的リージョンであって、GRS アカウントまたは RA-GRS アカウント内のデータがレプリケートされ保存されるリージョンを意味します。お客様は、ストレージ アカウントに関連付けられたセカンダリ リージョンを指定することはできません。
「ストレージ トランザクション総数」とは、所定のサブスクリプションにおける Storage サービスのすべてのストレージ アカウントで 1 時間以内に試行された、除外されるトランザクションを除くすべてのストレージ トランザクションのセットです。
「ゾーン冗長ストレージ (ZRS) アカウント」とは、複数の施設でデータのレプリケーションを行うストレージ アカウントを意味します。これらの施設は、同じ地理的リージョン内にある場合も、2 つの地理的リージョンにまたがっている場合もあります。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。



サービス クレジット – LRS、ZRS、GRS、および RA-GRS (書き込み要求) アカウント:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%



サービス クレジット – RA-GRS (読み取り要求) アカウント:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.99% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「バックアップ」とは、登録された StorSimple デバイスに保存されているデータを、Microsoft Azure 内の 1 つ以上の関連付けられたクラウド ストレージ アカウントにバックアップするプロセスを意味します。
「クラウド階層化」とは、登録された StorSimple デバイスに保存されているデータを、Microsoft Azure 内の 1 つまたは複数の関連付けられたクラウド ストレージ アカウントに転送するプロセスを意味します。
「デプロイ時間 (分)」とは、管理項目が、Microsoft Azure 内の StorSimple ストレージ アカウントに対するバックアップまたはクラウド階層化用に構成されていた総時間 (分) です。
「失敗」とは、StorSimple デバイスを使用できなくなったために、正しく構成されたバックアップ、階層化、または復元操作を完了できないことを意味します。
「管理項目」とは、StorSimple デバイスを使用してクラウド ストレージ アカウントにバックアップするよう構成されたボリュームを意味します。
「最大利用時間 (分)」とは、所定の Microsoft Azure サブスクリプションについて、1 請求月間におけるすべての管理項目のデプロイ時間 (分) を合計した時間です。
「復元」とは、登録された StorSimple デバイスに、それに関連付けられたクラウド ストレージ アカウントからデータをコピーするプロセスを意味します。

ダウンタイム: 所定の Microsoft Azure サブスクリプションにおいてお客様がバックアップまたはクラウド階層化用に構成したすべての管理項目にわたるデプロイ時間の合計累積時間 (分) のうち、管理項目について StorSimple サービスを使用できなかった時間です。所定の管理項目に関してバックアップ、クラウド階層化、または復元操作が最初に失敗した時点から、その管理項目のバックアップ、クラウド階層化、または復元操作が正常に開始されるまで、StorSimple サービスは、その管理項目について使用できなかったとみなされます。ただし、30 分に 1 回以上の頻度で継続的に再試行することを条件とします。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「デプロイ時間 (分)」とは、1 請求月間において所定の Traffic Manager プロファイルが Microsoft Azure にデプロイされていた総時間 (分) です。
「最大利用時間 (分)」とは、1 請求月間に所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべての Traffic Manager プロファイルにわたるデプロイ時間 (分) の合計です。
「Traffic Manager プロファイル」または「プロファイル」とは、管理ポータルに表示される、ドメイン名、エンドポイント、およびその他の構成設定を含む、お客様が作成した Traffic Manager サービスのデプロイを意味します。
「有効な DNS 応答」とは、1 つ以上の Traffic Manager サービスのネーム サーバー クラスターから受信した、所定の Traffic Manager プロファイルで指定されたドメイン名の DNS 要求に対する DNS 応答を意味します。

ダウンタイム: 所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべてのプロファイルにわたるデプロイ時間の合計累積時間 (分) のうち、そのプロファイルを使用できなかった時間です。所定のプロファイルで指定された DNS 名の DNS クエリを 1 分間連続して行い、そのすべてのクエリに対して 2 秒以内に有効な DNS 応答がなかった場合、そのプロファイルは 1 分間使用できなかったとみなされます。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.99% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「可用性セット」とは、単一障害点を避けるために異なる障害ドメインにデプロイされた 2 つ以上の仮想マシンを意味します。
「障害ドメイン」とは、電源およびネットワーク接続などの共通のリソースを共有するサーバーの集合を意味します。
「最大利用時間 (分)」とは、同じ可用性セットにデプロイされた 2 つ以上のインスタンスを持つ、インターネットに接続するすべての Virtual Machines の、1 請求月間における合計累積時間 (分) です。最大利用時間 (分) は、お客様が開始した操作の結果として同じ可用性セット内の 2 つ以上の Virtual Machines の両方が開始された時点から、お客様が Virtual Machines を停止または削除する操作を開始した時点まで測定されます。
「仮想マシン」とは、個別にまたは可用性セットの一部としてデプロイできる永続的なインスタンスの種類を意味します。

ダウンタイム: 最大利用時間 (分) のうち外部接続が確保されていなかった時間の合計累積時間 (分) です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.95% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「最大利用時間 (分)」は、お客様が開始した操作の結果として関連する Virtual Network ゲートウェイが開始された時点から、お客様がゲートウェイを停止または削除する操作を開始した時点まで測定される、Virtual Network ゲートウェイの 1 請求月間における合計累積時間 (分) です。
「Virtual Network」とは、Microsoft Azure 内にネットワーク境界を形成する、ユーザーが定義した IP アドレスおよびサブネットの集合を含む仮想プライベート ネットワークを意味します。
「Virtual Network ゲートウェイ」とは、Virtual Network とお客様のオンプレミス ネットワークの間のクロスプレミス接続を容易にするゲートウェイを意味します。

ダウンタイム: お客様が開始した操作によってデプロイおよび開始された Virtual Network ゲートウェイについて、検出操作および修正操作が開始されない状態で Virtual Network ゲートウェイに 30 秒以上到達できなかった時間の 1 請求月間における合計累積時間 (分) です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「ビルド サービス」とは、Visual Studio Online におけるアプリケーションのビルドをお客様に許可する機能を意味します。
「デプロイ時間 (分)」とは、1 請求月間に購入されたユーザー プランの総時間 (分) です。
「ロード テスト サービス」とは、アプリケーションのパフォーマンスとスケーラビリティをテストするための自動化タスクの生成をお客様に許可する機能を意味します。
「最大利用時間 (分)」とは、所定の Microsoft Azure サブスクリプションについて、1 請求月間におけるすべてのユーザー プランのデプロイ時間 (分) を合計した時間です。
「ユーザー プラン」とは、お客様のサブスクリプションの Visual Studio Online アカウント内でユーザー用に選択された機能のセットを意味します。ユーザー プランのオプションとユーザー プランごとの機能については、http://www.visualstudio.com Web サイトを参照してください。

ダウンタイム: 所定の Microsoft Azure サブスクリプションに関するすべてのユーザー プランにわたるデプロイ時間の合計累積時間 (分) のうち、そのユーザー プランを使用できなかった時間です。ビルド サービスまたはロード テスト サービスに関する操作以外の操作の実行を求めるすべての HTTP 要求が 1 分間連続してエラー コードに終わるか、応答が返されなかった場合に、ユーザー プランは 1 分間使用できなかったとみなされます。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「ビルド サービス」とは、Visual Studio Online におけるアプリケーションのビルドをお客様に許可する機能を意味します。
「最大利用時間 (分)」とは、1 請求月間に所定の Microsoft Azure サブスクリプションについて有償のビルド サービスが使用可能になっていた総時間 (分) です。

ダウンタイム: 所定の Microsoft Azure サブスクリプションについて、ビルド サービスを使用できなかった時間の合計累積時間 (分) です。お客様が開始した操作の実行を求めるビルド サービスに対するすべての HTTP 要求が 1 分間連続してエラー コードに終わるか、応答が返されなかった場合に、ビルド サービスは 1 分間使用できなかったとみなされます。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%


目次 / 定義
[bookmark: _Toc414527728]Visual Studio Online – ロード テスト サービス
用語の追加定義:
「ロード テスト サービス」とは、アプリケーションのパフォーマンスとスケーラビリティをテストするための自動化タスクの生成をお客様に許可する機能を意味します。
「最大利用時間 (分)」とは、1 請求月間に所定の Microsoft Azure サブスクリプションについて有償のロード テスト サービスが使用可能になっていた総時間 (分) です。

ダウンタイム: 所定の Microsoft Azure サブスクリプションについて、ロード テスト サービスを使用できなかった時間の合計累積時間 (分) です。お客様が開始した操作の実行を求めるロード テスト サービスに対するすべての HTTP 要求が 1 分間連続してエラー コードに終わるか、応答が返されなかった場合に、ビルド サービスは 1 分間使用できなかったとみなされます。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	10%

	99% 未満
	25%
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用語の追加定義:
「デプロイ時間 (分)」とは、1 請求月間において所定の Web サイトを Microsoft Azure で実行するよう設定していた総時間 (分) です。「デプロイ時間 (分)」は、Web サイトが作成された時点または Web サイトを実行する操作をお客様が開始した時点から、Web サイトを停止または削除する操作をお客様が開始した時点まで測定されます。
「最大利用時間 (分)」とは、1 請求月間に所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべての Web サイトにわたるデプロイ時間 (分) の合計です。
「Web サイト」とは、Azure Websites の Free および Shared レベルの Web サイトを除く、Websites サービス内でお客様がデプロイする Web サイトを意味します。

ダウンタイム: 所定の Microsoft Azure サブスクリプションにお客様がデプロイしたすべての Web サイトにわたるデプロイ時間の合計累積時間 (分) のうち、その Web サイトを使用できなかった時間です。所定の Web サイトとマイクロソフトのインターネット ゲートウェイ間で 1 分間連続して接続が失われたときに、その Web サイトは 1 分間使用できなかったとみなされます。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.95% 未満
	10%

	99% 未満
	25%


目次 / 定義
[bookmark: _Toc414527730]その他のオンライン サービス
[bookmark: _Toc414527731]Bing Maps Enterprise Platform
ダウンタイム: マイクロソフトのデータセンターの規定どおり本サービスを利用することができない期間です。ただし、お客様が Bing Maps Platform SDK に記載されているアクセス方法、認証、および追跡方法を使用して本サービスにアクセスしていることを条件とします。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、上記の本サービスの各要素を利用できない当該月内の総時間 (分) として測定されます。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%



サービス レベルの例外: 本 SLA は、オープン バリューおよびオープン バリュー サブスクリプション ボリューム ライセンス契約を通じて購入した Bing Maps Enterprise Platform には適用されません。

サービス クレジットは、(i) お客様が Bing Maps Platform API の使用条件に規定された期間内にサービス更新を実装しなかった場合、および (ii) お客様が、既知の大幅な使用料の増加について 90 日前までにマイクロソフトに通知しなかった場合は適用されません。ここで大幅な使用料の増加とは、前月の使用料に対する 50% 以上の増加と定義されます。
目次 / 定義
[bookmark: _Toc414527732]Bing Maps Mobile Asset Management
ダウンタイム: マイクロソフトのデータセンターの規定どおり本サービスを利用することができない期間です。ただし、お客様が Bing Maps Platform SDK に記載されているアクセス方法、認証、および追跡方法を使用して本サービスにアクセスしていることを条件とします。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、上記の本サービスの各要素を利用できない当該月内の総時間 (分) として測定されます。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%



サービス レベルの例外: 本 SLA は、オープン バリューおよびオープン バリュー サブスクリプション ボリューム ライセンス契約を通じて購入した Bing Maps Enterprise Platform には適用されません。

サービス クレジットは、(i) お客様が Bing Maps Platform API の使用条件に規定された期間内にサービス更新を実装しなかった場合、および (ii) お客様が、既知の大幅な使用料の増加について 90 日前までにマイクロソフトに通知しなかった場合は適用されません。ここで大幅な使用料の増加とは、前月の使用料に対する 50% 以上の増加と定義されます。
目次 / 定義
[bookmark: _Toc414527733]Power BI for Office 365
ダウンタイム: 適切な権限を有するユーザーが Power BI データの一部について読み取りまたは書き込みを行うことができない期間です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、ユーザー時間単位で測定されます。つまり、各月につき、ダウンタイムは、当該月に発生した各インシデントの期間 (分) の合計に、かかるインシデントの影響を受けたユーザーの数を乗じた時間となります。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%


目次 / 定義
[bookmark: _Toc414527734]Translator API
ダウンタイム: ユーザーが翻訳を実行することができない期間です。

月間稼働率: 月間稼働率は次の式を用いて計算されます。


ダウンタイムは、上記の本サービスの各要素を利用できない当該月内の総時間 (分) として測定されます。

サービス クレジット:
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.9% 未満
	25%

	99% 未満
	50%

	95% 未満
	100%


目次 / 定義
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[bookmark: _Toc414527735][bookmark: AppendixA]付録 A – 電子メール配信、ウイルスの検出およびブロック、迷惑メール対策の有効性、または誤判定に関するサービス レベルの確約事項
スタンドアロンの本サービスとして、または ECAL Suite もしくは Exchange Enterprise CAL with Services を介してライセンスを取得した Exchange Online および FOPE に関して、お客様は、マイクロソフトが (1) ウイルスの検出およびブロック、(2) 迷惑メール対策の有効性、または (3) 誤判定に対して以下に定めるサービス レベルを満たさない場合、サービス クレジットの適用を受けることができます。これらのサービス レベルのいずれかが満たされない場合、お客様はサービス クレジットの請求を行うことができます。同一のインシデントが原因で Exchange Online または EOP の複数の SLA 指標を満たすことができなかった場合、お客様は、かかるインシデントについて本サービスごとに 1 件のみサービス クレジットの請求を行うことができます。

1. ウイルスの検出およびブロックのサービス レベル
a. 「ウイルスの検出およびブロック」は、ウイルスへの感染を防ぐためフィルターによって行われる、ウイルスの検出およびブロックをいいます。「ウイルス」とは既知のマルウェアとして広く定義されるものをいい、ウイルス、ワーム、およびトロイの木馬を含みます。
b. 一般に使用されている商用ウイルス スキャン エンジンで検出可能なウイルスであり、かつ、EOP ネットワーク全体でその検出が可能である場合、そのウイルスは既知であるとみなされます。
c. 意図しない感染である必要があります。
d. ウイルスのスキャンは、EOP ウイルス フィルターによって行わなければなりません。
e. EOP では、既知のウイルスに感染している電子メールをお客様に配信する場合、感染をお客様に通知し、お客様と協力して当該ウイルスの特定と除去を行います。結果として感染を防ぐことができた場合、お客様は、ウイルスの検出およびブロックのサービス レベルに基づいてサービス クレジットの適用を受けることはできません。
f. ウイルスの検出およびブロックのサービス レベルは、以下には適用されないものとします。
i. スパム、フィッシングその他の詐欺、アドウェアおよびスパイウェアの形式など、電子メールの不正使用の形態がマルウェアとして分類されないもの。この場合、その対象とする性質または限定的な使用によりウイルス対策コミュニティに認識されていないため、ウイルス対策製品によってウイルスとして追跡されません。
ii. NDR、通知、または送り返されたメールに含まれるウイルスであって、破損しているもの、不完全なもの、省略されているもの、または動作しないもの。
g. ウイルスの検出およびブロック サービスに使用できるサービス クレジットは次のとおりです。感染が発生した場合、当該暦月に当該月間サービス料金の 25% のサービス クレジットを提供します。1 暦月あたりに請求可能な回数は、最大 1 回とします。

2. 迷惑メール対策の有効性のサービス レベル
a. 「迷惑メール対策の有効性」は、1 日あたりのフィルタリング システムで検出された受信迷惑メールの割合として定義されます。
b. 迷惑メール対策の有効性は、無効なメールボックスへの検出漏れを除いて計算されます。
c. 計算の対象となる迷惑メールは、マイクロソフトのサービスが処理したものでなければなりません。破損したもの、形式が不正なもの、または省略されたものは除きます。
d. 迷惑メール対策の有効性のサービス レベルは、内容の大部分が英語以外で記載されている電子メールには適用されないものとします。
e. お客様は、迷惑メールの分類が主観的なものであることを認め、適切な時期に提供する証拠に基づいてマイクロソフトが誠実に迷惑メール検出率を算出することに同意するものとします。
f. 迷惑メール対策の有効性サービスに使用できるサービス クレジットは次のとおりです。
	迷惑メール対策の有効性が 99% を下回った 1 暦月中の日数の割合
	サービス クレジット

	25% 超
	25%

	50% 超
	50%

	100%
	100%



3. 誤判定のサービス レベル
a. 「誤判定」は、1 暦月中にフィルタリング システムで誤って迷惑メールと判定された正規の業務用電子メールの件数が、サービスによって処理されたすべての電子メールの件数に占める比率として定義されます。
b. 誤判定されたメッセージは、すべてのヘッダーを含む完全な元のメッセージが不正対策チームに報告されるものとします。
c. 誤判定は、有効なメールボックスに送信された電子メールのみに適用されます。
d. お客様は、誤判定の分類が主観的なものであることを認め、適切な時期に提供する証拠に基づいてマイクロソフトが誠実に誤判定の比率を算出することを了解するものとします。
e. この誤判定のサービス レベルは、以下には適用されないものとします。
i. 大量配信メール、個人あてのメール、またはポルノ画像を含むメール
ii. 内容の大部分が英語以外で記載されている電子メール
iii. ポリシー ルール、送信者評価フィルタリング、または SMTP 接続フィルターでブロックされる電子メール
iv. 迷惑メール フォルダーに配信される電子メール
f. 誤判定サービスに使用できるサービス クレジットは次のとおりです。
	暦月中の誤判定の比率
	サービス クレジット

	1:250,000 超
	25%

	1:10,000 超
	50%

	1:100 超
	100%
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[bookmark: _Toc414527736][bookmark: AppendixB]付録 B – 稼働時間および電子メール配信に関するサービス レベルの確約事項
スタンドアロンの本サービス、ECAL Suite または Exchange Enterprise CAL with Services としてライセンスを取得した EOP に関して、お客様は、マイクロソフトが (1) 稼働時間および (2) 電子メール配信について以下に定めるサービス レベルを満たさない場合、サービス クレジットの適用を受けることができます。

1. 月間稼働率:
EOP の月間稼働率が特定の月において 99.999% を下回った場合、お客様は次のサービス クレジットの適用を受けることができます。
	月間稼働率
	サービス クレジット

	99.999% 未満
	25%

	99.0% 未満
	50%

	98.0% 未満
	100%



2. 電子メール配信のサービス レベル:
a. 「電子メール配信時間」は、電子メールの配信時間の 1 暦月中の平均 (分) として定義されます。配信時間とは、業務用電子メールが EOP ネットワークに届いてから最初の配信が試行されるまでの経過時間をいいます。
b. 電子メール配信時間は 5 分ごとに計測され、記録されます。経過時間が短いものの順に、上位 95% のデータを使用して当該暦月の平均を計算します。
c. マイクロソフトは、シミュレーション用またはテスト用の電子メールを使用して、配信時間を計測します。
d. 電子メール配信のサービス レベルは、有効な電子メール アカウントに配信される正規の業務用電子メール (大量配信メール以外) のみに適用されます。
e. この電子メール配信のサービス レベルは、以下には適用されないものとします。
1. 隔離またはアーカイブを目的とする電子メールの配信
2. 遅延キューにある電子メール
3. サービス妨害攻撃 (DoS)
4. ループ メール
f. 電子メール配信サービスに使用できるサービス クレジットは次のとおりです。
	平均電子メール配信時間 (上記に定義)
	サービス クレジット

	1 分超
	25%

	4 分超
	50%

	10 分超
	100%
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